予算要求資料
平成30年度当初予算 支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：健康増進対策費
	事業名　　健康づくりフォーラム開催事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　健康福祉部　保健医療課　健康増進係　電話番号：058-272-1111（内2548）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　4,409千円（前年度予算額：4,400千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財 産
収 入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
	4,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,400

	要求額
	4,409
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,409

	決定額
	4,409
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,409


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
健康で長生きというのは、誰もが望むことであり、このことは、今後、本格的に進展する人口減少、少子高齢社会において、誰もが地域で活躍して頂くことが必要な中で、地域社会にとっても重要なことである。
一方で、本県の健康寿命と平均寿命を平成２２年で比較した場合、女性で１２歳、男性で９歳の乖離が生じている。
平成２５年の健康寿命は、３年間で１歳も延びておらず、国全体の平均寿命との乖離は拡大している可能性もある
この差が拡大することは、不健康な期間が延びることになり、医療費も膨らみ、個人の生活の質の低下も懸念される。
このため、日常生活の中での健康づくりの大切さを周知する「健康づくりフォーラム」を開催し、県民が長く活躍できる社会を実現することを目的とする。
	
	健康寿命
	平均寿命
	差

	平成25年
	男性
	71.44歳（全国19位）
	―
	

	
	女性
	74.83歳（全国12位）
	―
	

	平成22年
	男性
	70.89歳（全国13位）
	79.92歳（全国11位）
	9.03

	
	女性
	74.15歳（全国15位）
	86.26歳（全国29位）
	12.11


※平均寿命とは、ある期間の死亡状況が今後変化しないと仮定し、各年齢の人が平均してあと何年生きられるかの期待値を「平均余命」を「平均寿命」とし、０歳における「平均余命」を「平均寿命」として保健福祉水準を総合的に示す指標としている。
※健康寿命とは、「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」と定義されている。
（２）事業内容　
健康づくりフォーラムを開催し、健康づくりの必要性を県民に周知する。
・講演会・シンポジウムなど
著名人を講師に招き、健康づくりへの関心を高める
南飛騨健康増進センターの紹介
・健康測定器を用いた健康チェック
血管年齢、骨密度、血圧、体脂肪、脳年齢、ストレスなど
・医師による健康相談
　　  健康測定器を用いた健康チェックを行った方を対象に実施
・献血及びドナー登録
　　　  献血車による献血、ドナー登録
・その他
　　　  パネル展示（健康づくりに関する活動紹介）
[実施時期]　９月から１０月の土曜日若しくは日曜日
[会　　場]　ぎふ清流文化プラザ
[実施方法]　運営委託
（３）県負担・補助率の考え方
　　　県１０／１０
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	節
	金額
	事業内容の詳細

	委託費
	4,306
	講演会、シンポジウム開催に係る講師謝金、広報費、
会場設営資材費等に要する経費

	報償費
	53
	プロポーザル審査委員報償費

	旅費
	29
	プロポーザル審査委員費用弁償

	役務費
	10
	通信運搬費

	需用費
	11
	消耗品費、会議費

	合計
	4,409
	


	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
日常生活の中での健康づくりの大切さを広く県民に周知するため、県が事業主体となることが妥当である。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　日常生活の中での健康づくりの大切さを周知し、県民が長く活躍できる社会を実現する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	%



○指標を設定することができない場合の理由
	　フォーラムは講演テーマや講演者を変えて実施することから、単に参加（聴講）者数だけでは判断できないため。


（前年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
午前中は「がん」の正しい知識や県内のがんの動向について、午後は健康的な体づくりに欠かせない「食」をテーマとした「清流の国ぎふ健康づくりフォーラム」を開催


（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
開催日：平成29年10月15日（日）
開催場所：ぎふ清流文化プラザ
参加者数：長良川ホール入場者数６００人（午前３００人、午後３００人）
開催内容：
午前：「知れば安心、がん情報」（国立がんセンター高山智子氏）」、「がんを見つける、治す」（岐阜大学山口和也氏）」
午後：「料理で家庭がまるくなる」（料理研究家浜内千波氏）、「食育シンポジウム」（パネリスト６名）
終日：健康チェック、医師による健康相談、乳がん検診

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
　○
	日常生活の中での健康づくりの大切さを周知し、県民が長く活躍できる社会を実現することが必要。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
　○

	　フォーラム参加者のアンケート結果で、「とても良かった」及び「どちらかといえば良かった」の回答が約９割あったことから、県民一人ひとりの自主的な健康づくりへの気運の醸成を図ることができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
　○
	企画・運営をはじめ、事業実施に向けた企業や関係機関との調整など、高度な知識、創造性、企画力及び運営能力が必要であることから、公募により複数のものから提案を受け、その中から総合的に県の目的に最も合致した事業者をフォーラム開催の運営委託にて実施した。


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
健康づくりの大切さをいかにして県民に広く周知し、浸透をしていくかが課題である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
健康寿命と平均寿命のかい離が延びると、不健康な期間が長くなり、医療費も膨らみ、個人の生活の質の低下も懸念される。
日常生活の中での健康づくりの大切さを県民に周知することは今後も必要である。


